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 特集：平成２１年度総会 

 

  

 

〔会長あいさつ〕「創立１０年に立って」 

 

みなさん、こんにちは、宮本忠でございます。わが協会は創立十周年を迎えました。井口すけひろ副会長

たちとこの協会を結成したのでしたが、十年一昔という年月が経過しました。これひとえに皆様方のご理解

とご支援・ご協力の賜物と感謝いたしております。 

 

 今後この協会を発展させるために、いかなる手立てをするべきか、ということですが、先ず、本日の総会

がその第一歩ではないかと思います。この間、第八回のオーストラリア・ニュージーランド親善交流の旅に

行ってきました。ニュージーランドのクライストチャーチを中心にした旅でした。クライストチャーチは、世界ガ

ーデンシティ賞を受賞している非常に美しい、絶えず脱皮している近代的都市です。この旅においていろん

なことを学び、楽しみ遊び、交流をしてきました。その中で特に注目したのが、ガーデン・ツアーでした。この

ツアーは、「花フェスティバル」で受賞した秀逸のガーデンをバスで訪問するものでした。バスの運転手さん

は、初老の男性でした。ボランティアでした。本年度および昨年度の最優秀の家庭ガーデンがツアーの目

玉でした。本年度の受賞ガーデンは、年配の奥さんが一人でガーデニングしているとか。大きな人形を抱

いて、彼女が笑顔で迎えてくれました。テニスコートもある広大ながーデンはよく整えられ、花と緑いっぱい

で、テニスコートのポールでは男女児の人形がかくれんぼしていました。通路はやわらかな芝生が足に快

適でした。花といい、木といい、芝生といい、園芸といい、参加者一同歓声の連続でした。このガーデンが

「クライストチャーチを美しくする協会賞」と「園芸賞」のダブル受賞の栄冠を獲得したのでした。ダブル受賞

は花フェスティバルが始まって以来の快挙であるという。帰りの飛行機の中で突然思いつきました。わが協

会は創立十週年を迎えた。協会活動のバックボーン（背骨）をつくったらどうか。スローガンの下で活動した

らどうか。そうだ「美しい出会いと共生（トモイキ）」はどうか。今度の総会に議案として提案しようと考えたの

でした。（総会挨拶から） 

  



〔総会で議論し話し合ったこと〕 

 

 平成２１年度総会は、総合司会 米倉芳周さん 、議長下井信夫さんの下、１４時から熱心に行われまし

た。場所は三重県人権センター（津市）。総会は、宮本忠会長挨拶「創立１０年に立って」 から開始されま

した。 

 

《報告事項》 

 

一 第８回豪NZ親善交流旅行について ２００９年３月２日から１４日 ５名参加 

 

一 四日市市立博物館プラネタリウム「オーストラリア冬の星座」協力について（後掲） 

 

一 福祉施設従業員のメルボルン研修について（継続）（西村昭徳） 

 

一 当協会が当番協会で日豪協会中部連絡会議四日市会議が開催された。 

 

８月３１日 四日市港ポートビル ７協会 ２８名参加 次回は岐阜協会が当番協会として決定された。 

 

一 総会の開催 ３月３０日 三重県人権センター 

 

一 講演会 「人生には旬がある～思うことは実現する～」 秋山治孝さん ３月３０日 三重県人権センタ

ー 

 

一 会報の発行 第１８号 １２月２６日 

 

一 e-mail配信 

 

一 ホームページの管理・運営 

 

   



《協議事項》会長 

 

第一号議案 新入会員の承認について 

 

黒宮英二（津市）、稲垣好孝（四日市市）、中林吉美（松阪市）のみなさんが承認された。なお、総会の時に

は事務の手落ちで、中林さんがぬけていました。総会後の役員会において、入会を事後承認の形を取りま

した。 

 

第二号議案 協会創立１０周年記念スローガンについて 

 

「美しき出会いと共生（トモイキ）」  

 

英文 Beautify Encounters and Syｍｂiotic Relationships（総会のとき仮訳であったが、英語専門の畠山理

事と協議し正式に英文訳としました；会長）。今後、協会活動の基本理念・スローガンにすることが承認され

た。  

 

第三号議案 ２００８年度決算および２００９年度予算について（高増・西村忠祐） 

 

高増静子監事の確認の後、承認された。（後掲） 

 

第四号議案 役員改選について 

 

原則として留任とする。任期は４月１日から二年。ただし、退任者の後任として以下のみなさんが承認され

た。 

 

副会長      富田正宏（前県立緑ヶ丘特別支援学校校長） 

 

旅行等役員   黒宮英二（高田短期大学事務局次長・前津市部長） 

 

情報等役員   稲垣好孝（四日市市博物館主幹） 

 

監事       下井信夫（津市援護主幹） 

 

以下は留任理事として承認された。 

 

会長       宮本忠 

 

秘書       宮本由紀子 

 

副会長      井ノ口スケヒロ 

 

秘書       井ノ口節子 

 

理事（会計）   西村忠祐 

 

理事(経済など）     北出勲 



 

理事(教育・情報など)  畠山義啓 

 

同上            藤山真澄 

 

同上            米倉芳周 

 

理事(生活等)      大野福代 

 

理事（福祉・自然など） 西村昭徳 

 

第五議案 NZ航空名古屋営業支店長に協会顧問をお願いすることについて 

 

上記営業所はこれまで法人会員であったが、同社がセントレアから撤退したことに伴い、今後は顧問として

相談などにのっていただくものとした。承認。 

 

総会後「NZ航空名古屋営業所の顧問就任」について小川洋所長から快諾の返答を受けました。（会長） 

 

第六号議案 第９回親善交流旅行について 

 

本年６月に、Ｚ航空にて、オーストラリア・ケアンズ(Cairns）を中心に「美しき旅路」を予定。承認。 

 

新型インフルエンザ騒動が収束するまで延期することを五月役員会で決定（会長）。 

 

第七号議案 日本NZ協会連合会加盟について 

 

現在、全国日本ニュージーランド協会連合会（仮称）の設立準備が名古屋協会が中心の下、進められてい

る。当協会もその設立発起人となっており、設立の暁には、これに参加する。承認。 

 

第八号議案 JRPS三重のオーストラリア交流旅行の後援について 

 

日本網膜色素変性症協会三重支部（JRPS三重）創立１５周年記念事業としてのオーストラリア親善交流の

旅を支援し後援する。承認。 

 

第九号議案 昨年のオーストラリア・ビクトリア州の山火事見舞金の公募について 

 

東京の協会から募金の協力について以来があり、当協会は協力する。そのため、北出、大野そして黒宮各

理事から成る三人委員会を発足する。前提作業として会長が東京の協会から詳細説明を求める。承認。こ

の件については、すでに申し込みが締め切られていましたので中止としました（役員会）。ゆえに「三人委員

会（北出・大野・黒宮）（仮称）は解散といたします。 

 

第十号議案 次回総会の開催について 承認。 

 

第十一号議案e-mail配信について 

 

時代に歩調を合わせ、また、協会の活動の能率化、節約化そして情報化のために積極的にＩＴ化を情報関



係理事を中心に進める。承認。 

 

第十二号議案 ホームページの管理・運営について 

 

畠山理事の指揮と立石沙由里さん（姫路市）の協力のもと一層の充実を図る。（参考； mieoznzで検索でき

る）。承認。 

 

第十三号議案 会報の発行について 

 

稲垣新理事を中心にして年二回の発行に努める。承認。 

 

第十四号議案 例会開催について 

 

各理事の発案に基づき開催に努める。承認。 

 

  



〔座談会の報告〕 

 

総会終了後、１５時から座談会（公開・無料）が行われた。大変、愉快で有意義であった。次の二つが話題

の中心であった。 

 

一 「NZおもしろANDこぼれ話～第八回豪NZ親善交流の旅から」 報告者； 伊藤俊一さん（三重豪NZ協

会前副会長）・天野美保子さん 

 

  

 

ここではその一端を収録しました。 

 

伊藤俊一さん；伊藤さんの話ユーモアがあり。それを楽しみにする人は多い。愉快な報告がたくさんありま

した。今回の旅の中心である花フェスティバルの様子が次のように紹介されました。「鯨のカイコウラ、フラ

ンスからの植民者が多いアカロア、深山のアーサーズパスからクライストチャーチに帰ってきまして、花の

家庭花園、ガーデニングの本場ですので、家庭花園を見せてもらった。まあ、もうそれが感心しました。これ

が圧倒されまして、これだけのものを家族みんなが一所懸命しているというおうちもあります。とにかく、もう

これはきれいですね、ほんとに、花が、草花がたくさん。そして芝生が青々としとるの。とにかく感心するの

は、見ればわかるんですけどね、やっぱりね、言葉ができやんとね、相手の思想がわかりませんので、言

葉だけでもちょとでも聞けるように、英語の単語だけでも覚えるとよろしいですね」。 

 

天野美保子さん；鯨ウオッチング「海面に大きな背を見たり塩を吹いたり、これなあにという感じで、とても

鯨とは思えないような写真でしたけど、尻尾がやっと撮れました」。ガーデン・ツアー「ベゴニアでも、普通の

もの、大輪のもの、どこもかしこもとってもすごーくきれい。ホクシャ、いろんな種類、八重一重色もとりどり、

大きさもとりどりいろいろ狭いところにホクシャがいっぱい咲いていました。」 

 

  

 

一 「オーストラリア 星のロマン」 稲垣好孝さん（四日市市博物館プラネタリウム）主事    

 

「オーストラリアの夜空といえば南十字星。日本では見えない、四日市では見えない星を見ることができま

す。南半球の夜空は、天文学者たちも注目しています。オーストラリアでは、カンガルーという望遠鏡を使

い、宇宙からやってくる高エネルギー電磁波のガンマー線を利用して星を観測しているみたいです。ガンマ

ー線は人間の目では見えない可視光線です。この望遠鏡は、ウーエラというところにあって「天の川」の中

心方向にあったり、大マゼラン群からくる光線で星を観測しているのです」。「２００９年は世界天文年です。

１６９２年、イタリアの科学者のガリレオ・ガリレーが、今から４０年前に初めて望遠鏡で宇宙を見て、土星や

月のクレーターを観測しました。夜空を見上げて、宇宙とか、その中にある地球とか、地球上の私たち人間

を見つめあう機会にしたいものです」。 

 

  

 

この座談会の話の続きは、次回の会報でごらんいただく予定です。ご期待ください。 

 

  

  



   ２００８年度会計報告   （自２００８年４月１日～至２００９年３月３１日） 

 

収入合計  ５５５，４８０円     支出合計   ９３，９８７円 

 

収入の部  単位  円 

 

  

 

項目  細目          金額           備考 

 

会費  個人・家族  １３２，５００     個人 ４２，５００円（１７）  家族 ６０，０００円（１２） 

 

     法人会費               法人 ３０，０００円（３） 

 

諸収入 雑入       ９，４００     預金利息  ７５０円    

 

日豪協会中連絡会議より  ８，６５０円 

 

前年度繰越金     ４１３，５８０    ２００７年度繰越金 

 

合計           ５５５，４８０ 

 

  

 

支出の部   単位  円 

 

報償費  講師謝礼等  ５，０００    ３．２９ 総会講師謝礼 ５，０００円 

 

役員行動費        ２０，０００    ４人（会長他） 

 

需用費           ２３，８４０    食糧費（総会・例会） １３，８４０円 

 

                          プリンタインク代     ３．４００円 

 

                          印刷費          ６，６００円 

 

役務日  通信運搬費  ３４，１８７   郵送代          ２０，１８７円 

 

                         コリンズ通信費      １４，０００円 

 

備品購入費              ０ 

 

負担金  事業参加負担金    ０ 

 

使用料  会場借上料  １０，９６０ 

 



事業助成金              ０ 

 

予備費                 ０ 

 

旅費                   ０ 

 

寄付金                 ０ 

 

雑費                   ０ 

 

合計              ９３，９８７ 

 

    差引残額 ５５５，４８０円―９３，９８７円＝４６，１４９３円 

 

    ４６１，４９３円を次年度に繰り越す。 

 

   



   ２００９年度収支予算（自２００９年４月１日～至２０１０年３月３１日）  単位   円 

 

収入の部 

 

項目       細目         金額          備考 

 

前年度繰越金            ４６１，４９３    ２００８年度繰越金 

 

会費      個人・家族・法人 １３２，５００    個人（１７）・家族（１２）・法人（３） 

 

諸収入                      ７    預金利息・雑収入 

 

合計                  ５９４，０００ 

 

  

 

支出の部 

 

報償費    講師謝礼      １０，０００     各種事業の講師謝礼 

 

役員行動費             ２０，０００     役員活動費用（５，０００×４）  

 

旅費                  １０，０００     講師旅費を含む・行事参加旅費 

 

宿泊費                     ０     行事参加に伴う宿泊代 

 

需用費                ４０，０００     消耗品費・印刷製本費・食糧費 

 

役務日    通信運搬費     ４０，０００     郵送料等（切手・はがき代など） 

 

備品購入費                  ０      協会事務用備品購入 

 

負担金    事業参加負担金       ０ 

 

使用料                １１，０００      会場借上料（総会、各種事業） 

 

事業助成金                  ０ 

 

予備費                ４６３，０００ 

 

合計                  ５９４，０００ 

 

   



《お願い》協会関係のemail「件名または題名」の先頭にmieoznzを付けてください。メールボックスに振り分

けるときに便利ですので。総会のときにお渡しした入会案内を利用するなどして、新入会員の獲得活動を

お願いします。（会長） 

 

  

 

《編集後記》 

 

今回は、当協会の創立１０周年という記念すべき出発の総会特集としました。新しい役員さんも承認され、

みなさん、はりきっておられます。座談会の記事は、そのなごやかで楽しい雰囲気をだそうと努めたつもり

ですが。（M） 

 

  

 

発行 三重オーストラリア ・ニュージーランド協会 

 

発行責任者    宮本忠     ＴＥＬ／ＦＡＸ  ０２３５－２６－９１２５ 

 

９９７－００３５   鶴岡市馬場町１４－１   東北公益文科大学外学院 

 

Ｅメール        miyamoto@koeki-u.ac.jp 

 

無断転用を禁じます 

 

お詫び：パソコンを新しいものに変えましたので添付ファイルは勉強中です。 

 

 
 


